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我が固におけるヤリイカの漁獲実態

伊藤欣吾

Present Status Fisheries of 
Loligo bleekeri (Cephalopoda : Loliginidae) in Japan 

Kingo Ito 

Abstract : In order to elucidate the status fisheries of L. bleekeri in Japan， a questionnaire was carried out in 

46 prefectural fisheries experimental institutions. L. bleekeri w拙 C加 ghtwidely in co部切1waters in J叩an，

exceptin白esea near Okinawa， the Inland Sea and east of Hokkaido. In recent ye訂sthe annual catch of L. 

bleekeri in Japan was estimated at 8，186 -9，794 tons.百leprime of the fishing se部 onof L. bleekeri was 

from January to March in most coastal waters. L. bleekeri was mainly caught by bottom trawl and set net. 

Jigging and Stick-held dip net， that take aim at only L. bleekeri， were also used. L. bleekeri w出 spawningin 

most places where it was caught. It seemed that annual fluctuations of L. bleekeri catches coincided with cli-

matic regime shift. 

はじめに

ヤリイカLoligobleekeri (Keferstein， 1866)は単

年性であり，朝鮮半島から日本近海にかけての沿

岸域に広く分布する(奥谷ほか， 1973).本種は，

漁業対象種として利用されている.しかし，ヤリ

イカの漁獲統計に関しては，国の漁業生産統計年

材料と方法

p、報で「その他イカ類」に区分されているのをはじ
め，各都道府県の統計資料においてもヤリイカと

して集計されているものは少ない.そのため，日

本海西南海域(北沢， 1990)，青森県日本海側の海

域(涌坪， 1988)，北海道日本海側の海域(石井・

村田， 1976)など，限定された海域の漁獲量をま

とめた報告はあるものの，全国的に撤獲実態をま

とめた報告はない.そこで，全国の水産試験研究

機関を対象にヤリイカの漁獲実態に関するアンケ

ート調査を実施し，我が固におけるヤリイカの漁

獲量，漁期，漁法などを明らかにしたので，その

結果を報告する.

海面を有する都道府県の46水産試験研究機関に

対し， Fig.lに示すアンケート用紙を2001年6月25

日に送付し，同年10月までに全機関より回答を得

て，その結果をもとにヤリイカの漁獲実態につい

て解析した.解析は， 54海域に区分して行い (Fig.

2， Table 1 )，回答結果はAppendixtable 1に示し

た.問 3については，漁法の漁獲割合が不明の場

合，漁獲割合が多いと思われる順に順位を記すと

ともに，データ元を記した.また，問5について

は，漁獲統計資料から1998年から2000年までのデ

ータを抜粋し，その統計資料がヤリイカの全漁獲

量に占める割合等についても記した.

結 果

ヤリイカ漁業 問2では， 54海域のうち38海域に

おいて専獲もしくは混獲によりヤリイカが漁獲さ

れているという回答が得られた.ヤリイカが漁獲

されない海域は沖縄，瀬戸内海および北海道東部

海域であった.問3により，ヤリイカが底曳網，
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ヤリイカの漁獲に関するアンケート用紙
一寸 Table 1 Numbers and names ofthe investigated are出.

盤国畠 No. Areaname Area name in jampanese u章書
連鐘盆花L m bIlIiI 1 Abashiri 網走支庁

問1貴管下の範囲を教えて下さい.
2 Soya 宗谷支庁

3 Rumoi 留萌支庁

間Zを貴し管て下下にさおける量近{過去3ヵ年}のヤリイカ由識獲状混について、次のうち融当するも由にO 4 Ishikari 石狩支庁
い.

5 Shiribeshi 後志支庁①ほとんどない.

~瞳晶の対象となっているが泡温対象にはなってい主い. 6 Hiyama 槍山支庁
③混謹ではあるが水揚げされている.

7 Oshima 渡島支庁④ヤリイカを主とした抱擁{糧法)が成立している.

⑤その他( 8 Iburi 担振支庁

間3教聞え2てで下③さ~い⑤.に厳当した方のみJヤリイカが:.a.される上位3種頬の識法とその割合について、 9 Hidaka 日高支庁

溜塗 その割合 10 Tokachi 十勝支庁
) ( 

11 Kushiro 釧路支庁
) ( 

) ( 12 Nemuro 根室支庁

間4貴管下におけるヤリイカ田海軍E餓計について、漢のうち醸当するも由にOをして下さい. 13 Aomori 青森県
①ない. 14 Akita 秋田県
②ある.

15 Yamagata 山形県③他の種とー舗に集計されている.

④他の種と一緒に集計されている年ιヤリイカ単独で集計されている年がある. 16 Niigata 新渇県 ，圃・、
⑤その他{

17 Toyama 富山県

間5還聞まさ付4らたしでに‘て『そ、①下他のなさのデいる種ー』よ以と舎うー外がお簡に貴願に融管い集当し下ま計しにすたさおれ方{けでてのるきいみヤるる.リな2場イら世カ合ば田総年は、泡年か‘そ獲別らの量週、月デれに別ーる占聖、期め海に間る法占割に別めつ合にるにいヤおてつ願リ、いイいそてカのしものま温‘割す教檀合.え統}にて.計つ下資いさ料ていを、. 18 Ishikawa 石川県

、他さいの.種 ー絹 19 Fuk凶 福井県
教えて下 . 

20 Kyoto 京都府
聞e貴管下におけるヤリイカの産関根現について、次のうち該当するものにOをして下さい。 21 Hyogo Gaikai 兵庫県外海
①産卵していない.

②産卵していると恩われる. 22 Tottori 鳥取県
③明らかに産卵している. 23 Shimane 島根県

以上です.ご協カ晶りがとうございました. 24 Yamaguchi Gaikai山口県外海
なお、記入倒として君臨付の膏轟県を害問ください. 25 Fukuoka 福岡県

26 Saga 佐賀県

27 Nagasaki 長崎県
Fig. 1 Questionnaires about fisheries of L. bleekeri. 28 Kumamoto 熊本県

29 Kagoshima 鹿児島県

30 Okinawa 沖縄県

31 Miyazaki 宮崎県

32 Oita 大分県

33 Ehime Gaikai 愛媛県外海
34 Kochi 高知県

35 Tokushima 徳島県
，画、

36 Kagawa 香川県

37 EhimeN出kai 愛媛県内海

38 Yamaguchi Naikai山口県内海
39 Hiroshima 広島県

40 Okayama 岡山県

41 Hyogo Naikai 兵庫県内海
42 Osaka 大阪府

43 Wakayama 和歌山県

44 Mie 三重県

45 Aichi 愛知県

46 Shizuoka 静岡県

47 Kanagawa 神奈川県

48 Tokyo Bay 東京湾

49 Izu Islands 伊豆諸島

50 Chiba 干葉県

51 Ibaraki 茨城県

司砂 52 Fukushima 福島県

53 Miyagi 宮城県

Fig.2 Localities and numbers ofthe investigated areas. 54 Iwate 岩手県
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我が国におけるヤリイカの漁獲実態

定置網，釣り，棒受網，刺網およびまき網により

漁獲されていることが明らかになった.54海域ご

とに，最も多く漁獲する漁法をFig.3に示す.底曳

網により最も多くヤリイカを漁獲する海域は12海

域，定置網では18海域，釣りでは8海域であった.

Main fishing gear 

固 Bottomtrawl 

協 Setnet 

Em Ji即時
口 Nothing

戸、

次に，問 4， 5により得られた漁獲統計資料を

用いて， 1998-2000年のヤリイカ年間漁獲量を推

定した (Table2 ).推定方法は，漁獲統計資料の

示すデータが，その海域全体のヤリイカ全漁獲量

に占める割合をもとに算出した.ヤリイカ年間漁

Fig. 3 Main fishing gear of L. bleekeri in recent years. 
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Fig. 4 Annual catch of L. breekeri in 1998 -2000 average. 
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獲量について， 1998-2000年の平均漁獲量は青森

県が3，213トンで最も多く全国の約35%を占め，次

いで北海道全海域が839トンで全国の約10%を占

め，宮城県，愛知県の順となっていた (Fig.4). 

次に，漁期について， 1998-2000年の月別漁獲

Table 2 Estimated catch of L. bleekeri in Japan. 

量のデータを用いて， 3ヵ年平均値による月別漁

獲割合をFig.5に示した.多くの海域で1-3月に

漁獲のピークが見られた.北海道の日本海側の海

域においては，南部では11-1月と 4-5月に 2

度ピークが見られ，北部では 5-6月にピークが
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我が固におけるヤリイカの漁護実態

見られた.茨城県~岩手県の海域においては， 11

月からまとまった漁獲が見られ，南に行くほどそ

のピーク期間が遅くまで続いていた.また，鳥取

県，徳島県および静岡県の海域においては， 7-

8月にもまとまった漁獲が見られていた.漁期に

国 1仰←購一|

.-3島 「 二工

Fig. 5 Rate of fishing season of L. bleekeri in 1998 -

2000 average. Numerals indicate catch rate by %. 
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ついて，漁法割合と対比してみると (Fig.6)， 10 

-12月の早い時期にまとまって漁獲される島根県，

茨城県~岩手県の海域は，底曳網による漁獲割合

が多くなっていた.

次に，長期間の漁獲統計資料があり，かつ，漁
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その後増加，北部海域の福島県では， 1980-1985 

年に減少し，その後増加するものの，

欣藤

獲量の多い海域について，ヤリイカの漁獲量の経

年変化をFig.7に示した.日本海西部(島根県~山

f罪

1990年以降

減少に転じた.

ヤリイカの産卵場 開6により得られたヤリイカ

の産卵場の有無についてFig.8に示した.ヤリイカ

の漁獲がない沖縄県，瀬戸内海，北海道東部を除

く海域において，ヤリイカの産卵場を確認または

存在する可能性があることが明らかになった.特

に，山口県から北海道宗谷海域までの日本海側に

おいて，産卵場が確認されていた.産卵場が存在

する可能性があると回答された海域は，

の成熟個体は生息しているが，産卵場を確認する

調査を行っていないという状況がほとんどであっ

ヤリイカ

口県)のデータは，水産庁発表の平成13年ヤリイ

カ日本海西・東シナ海系群の資源評価報告書より，

日本海西区 2そうぴき沖合底曳網漁業のヤリイカ

漁獲量を引用した.太平洋南部(紀州沖~日向灘)

のデータは，梨田他 (2001) より，太平洋南区2

そうぴき沖合底曳網のヤリイカ漁獲量を引用した.

日本海側におけるヤリイカの漁獲量は，北部と

西部ともに1980-1985年に減少し，その後増加す

るものの， 1990年ごろを境に，南部で減少，北部

で増加していた.太平洋側におけるヤリイカの漁

獲量は，南部海域では1990年以降大きく減少し，

• た1980-1996年が横ばいで中部海域の愛知県では， ，圃‘、
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我が国におけるヤリイカの漁獲実態

Spawning grounds 

園 Existence

戸「

田 Possible

口伽hing

Fig. 8 Spawning grounds of L. bleekeri in 54 areas 

考 察

アンケート調査により，ヤリイカは我が国にお

いて，沖縄，瀬戸内海，北海道東部海域を除く広

戸、 い海域で漁獲されるという全体像がはじめて明ら
かになった.島根県以北の日本海側と茨城県以北

の太平洋側の海域においては，ヤリイカ単独の漁

獲統計資料が整備されていたが，その他の海域に

おいてはヤリイカを漁獲対象として重要視されて

いないためか，漁獲統計資料の中ではその他のイ

カ類に含まれているところが多く，ヤリイカ単独

の漁獲量は推定値にとどまった.

農林水産省統計情報部 (2001)によると，近年

(1998-1999年)の我が国におけるイカ類の漁獲量

はおよそ44万トンであり，そのうちスルメイカが

47%，次にアカイカが10%を占める.本調査によ

り，近年の我が固におけるヤリイカの漁獲量は年

間8，186-9，794トンと推定され，イカ類全体に占め

る割合は1.9-2.2%になる.スルメイカやアカイカ

7 

が外洋性であるのに対し，ヤリイカやケンサキイ

カは沿岸性とされている(奥谷， 1980). Nat-

sukari . Tashiro (1991)によると，ケンサキイカ

の我が固における年間漁獲量はおよそ25，000トン

であることから，ヤリイカは沿岸性イカ類の中で

はケンサキイカに次ぐ漁獲量と思われる.

ヤリイカの漁獲量は年変動しており，主要な漁

獲統計資料から類推すると， 1977年をピークに

1986年までは減少， 1987年-1991年は増加， 1992 

年-2000年は横ばいとなる.ただし，地理的にみ

ると， 1990年を境に我が国の南部海域で大きく'減

少し北部海域でやや増加している傾向がうかが

える.これらの変動要因については，桜井 (2001)

が指摘するように， 1970年代後半から1980年代後

半の寒冷レジーム， 1980年代後半から現在までの

温暖レジームが，ヤリイカの漁獲量の増減とほぼ

一致する.ただし， 1990年からの南部海域におけ

る漁獲量の減少は温暖レジームと符合しない.こ

れについては，温暖レジームにより分布域の北遍
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という事も考えられるが想像の域をでない.

漁期については，多くの海域で 1月-3月に盛

漁期となる.ただし，底曳網による漁獲量が多い

島根県と岩手県~茨城県では11月からまとまった

漁獲が見られ，北海道では4月-6月に盛漁期を

迎え，鳥取県，徳島県，静岡県では夏季にも漁獲

が見られる.漁法に関しては， Natukari' Tashiro 

(1991)の報告と同様に，底曳網，定置網よる漁獲

量が多く，棒受網や釣りによるヤリイカだけを狙

った漁法も成立していることが確認された.

本報告により，ヤリイカの漁獲状況を明らかに

することができたものの，撤獲量の変動要因につ

いては，ヤリイカの集団的分布域が解明されない

限り，解析は困難であろう.分布域に関しては，

富山県~北海道の海域に生息するヤリイカが同ー

の集団であるという，佐藤(1990)や伊藤(1998)

の報告があるのみである.ただし，その集団が日

本海西部海域と三陸~常磐海域に生息する集団と

交流があるかどうかについては，いまだ不明とな

っている.ヤリイカ資源を解析するうえで，ヤリ

イカの集団の分布域を解明することが望まれる.

また，本報告により，ヤリイカが漁獲される全

海域において，産卵場が存在する可能性が示唆さ

れた.これもまた，資源を解析するうえで，産卵

場の有無は重要な要素となることから，産卵の可

能性がある海域については産卵を確認する必要が

ある.

今後は，本報告により得られた，我が国の漁獲

量データを用いて，資源変動の要因を解明してい

きたいと考えている.

要 約

我が国におけるヤリイカの漁獲実態を明らかに

するため，都道府県の46水産試験研究機関に対し

アンケート調査が行われた.ヤリイカは沖縄，瀬

戸内海および北海道東部を除く，我が国の広い海

域において漁獲されていた.近年における，我が

固のヤリイカの年間漁獲量は8，186-9，794トンと推

定された.ヤリイカ漁業の最盛期は 1月-3月の

海域が多かった.また，ヤリイカは底曳網と定置

-8一

網による漁獲が多くを占め，釣りや棒受網による

ヤリイカだけを狙った漁業も成立していた.これ

らの他に，ヤリイカが漁獲されるほとんどの海域

において，産卵していた.また，ヤリイカの漁獲

変動が気候のレジームシフトと符合している可能

性が示唆された.
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Appendix Table 1 . Results of questionnnaire about fisheries of L. bleekeri . 
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3

4

4

1

4

4

4

3

1

1

・1
1

4

4

4

4

3

3

3

4

-

3

5

3

3

3

3

3

3

3

1

-

3

1

3

3

3

1

1

1

1

1

・1
1

3

3

4

4

3

1

3

4

-

4

3

3

5

in English 

網走支庁 Abashi目

宗谷支庁 Soya 

留萌支庁 Rum白

石狩支庁 Ishikari 

後志支庁 Shiribeshi 

槍山支庁 Hiya血a

渡島支庁 Oshima 

胆媛支斤 Iburi 

日高支庁 Hidaka 

+膚支斤 Tokachi 

釧路支庁 Kushiro 

根室支庁 Nemuro 

膏蒜県 Aomori 

秋田県 Aki阻

山形県 Yamagata 

新渇県 Niigata 

富山県 Toyama 

石川県 Ishikawa 

福井県 F、kui
京都府 Kyo旬

兵庫県外海 H刊 goG血kai

鳥取県 T叫ton

島根県 Shimane 

山口県外海 YamagucbiG田k血

福岡県 F、kuoka
佐賀県 Saga 

長崎県 Nagasaki 

熊本県 Kumamoto 

鹿児島県 Kagoshima 

沖縄県 Okinawa 

宮崎県 随 yazaki

大分県 Oita 

愛媛県外海 Ehim氾G副k国

高知県 Kochi 

徳島県 Tokushi皿a

香川県 Kagawa 

愛媛県肉海 Ehim氾N出k副

山口県内海 YamaguchiN血k白

広島県 Hiroshima 

岡山県 Okayama 

兵庫県内海 HyogoN田k担

大阪府 Osaka 

和敏山県 Wakayama 

三重県 Mie 

愛知県 Aichi 

静岡県 Shizuoka 

神奈川県 Kanagawa 

東京湾 Tokyo Bay 

伊豆諸島 Izu Islands 

千葉県 Chiba 

茨減県 Ibaraki 

福島県 Fukushima 

宮城県 Miyagi 

岩手県 Iwate 

Ql (Area name) 

in Japanese inJapanese 

1 北海道立網走水産鉱駿場

2 北海道立稚肉水産猷隙場

3 向上

4 北海道立中央水産鼠験場

5 問」ヒ

6 北海道立函館水産I;t厳桶

7 同上

8 同上

9 同上

10北海道立釧路水産鼠厳場

11 岡上

12向上 " 

13青海県水産鼠験場 AomゅriPref. Fish. Eヨp.Stn. 

14秋田県水産援興セン11- Akita Pref. Inst. for Fish阻 dFish.M岨 agement

15山形県水産鼠駿場 Yamagata Pref. Fish. Exp. S回

16新潟県水産海洋研究所 Niigata Pref. Fish. And Marine Res. Inst 

17富山県水産I;t，車場 T町a皿aPref. Fish. Res. Inst 

18石川県水産総合セン舎一 Ishikawa P四f.F回，h.R踊 Center

19福井県水産鼠厳緬 Fukui Pref. Fish. Exp. S阻

20 京都府立海洋センヲ Kyo臼 Inst.of Oceanic and Fish. Sロence

21兵庫県但馬水産事務所訟厳研究室 Hyogo Pref. Taji皿aF回h.Res. Inst 

22鳥取県水産訟験場 Tottori Pref. Fish. Exp. Stn. 

23島楓県水産鼠験渇 Shimanne Pref. Fish. Exp. Stn 

24山口県水産研究セン9一外海研究部 Yamaguchi Pref. G血k血 F白h.E却 S佃

25福岡県水産海洋技術セン11- Fukuoka Fish. and Marine Tech. Res. Center 

26佐賀県玄海水産鑑興セン告- Saga Pref. Genk田 Fish.Res. and Develop岨entCen胞T

27長崎県総合水産鉱験場 N agasaki Pref. Inst. of F回h

28熊本県水産研究セン11- Kumamoto P四 f.Fish. Res. Center 

29鹿児島県水産鼠験場 Kgagoshi血aFish. Exp. Stn 

初沖縄県水産鼠験場 Okinawa Pref. Fish. Exp. S阻

31宮崎県水産鉱験場 Miyazaki Pref. Fish. Exp. Stn 

32大分県海洋水産研究セン11- Oita Inst. ofMarine田 dFish. Center 

33愛媛県水産鼠厳場 The Ehime Pref. Fish. Exp. S阻

34高知県水産鉱酸場 K田hiPref. Fish. E次p.S回.

35徳島県立農林水産総合筏術センヲー水産研究所 TokushimaPref. Fish. Exp. Stn 

36香川県水産賦験場 Kagawa Pref. Fish. Exp. Stn 

37愛媛県中予水産訟験場 Ehime Chuyo Fish. Exp. Stn. 

38山口県水産研究セン哲一内海研究部 Yamaguchi Pref. Naikai Fish. Exp. Stn 

ぬ広島県水産民験場 Hiroshima F日h.Exp.S阻

40岡山県水産賦験場 Fish. Exp. Stn.， Okay四国Pref

41兵庫県立水産舘敏場 Hyogo Pref. Fish. E叩 Stn.

42大阪府立水産鼠磁場 Osaka Pref. Fish. Exp. Stn 

43和歌山県農林水産総合篠術センヲー水産訟駿場 WakayamaRes. Center of Aglic. For. and Fish 

44三重県科学技術緩興セン告ー水産研究部 Fish. Res. Inst. of Mie 

45愛知県水産訟験場 Aichi Fish. Res. Inst 

46静岡県水産賦験場 Shizuo占aPref. Fish. Exp. Stn 

47神奈川県水産総合研究所 Kanagawa Pref. Fish. Res. Inst 

48東京都水産鼠験場 The Tokyo Metroporitan Fish. Exp. Stn 

49東京都水産拡験場大島分場 Oshima Branch， The Tokyo Metroporitan Fish. Exp. Stn 

50干葉県水産研究センヲー Chib唄 Pref.Fish. Exp. Stn 

51茨媛県水産怠験場 Ibaraki Pref. Fish. Exp. Stn 

52福島県水産諒験場 Fukushima Pref. Fish. Exp. Stn 

53宮城県水産研究開発センタ Miyagi Pref. Fish. Res. and Development Center 

54岩手県水産妓術センヲー Iwate Pl'ef. Fish. Tech. Center 

Hokk血doAbashiri F四，h.Exp. Stn 

Hokk血doWakkanai Fish. Exp. S阻

Hokkaido Central F:回h.Exp.S回

Hokkaido Hakoda匝Fish.Exp. Stn 

" 

in English 

H:ok孟副doKushiro F日h.Exp.Stn. 

N ame of institution No. 

~、、

戸・、
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. . . continued. Appendix Table 1 . 

Q6 Q5 (Annual ca肱:h，unit:ton)Q4 No 

，ー、

戸画、

(3) 

10 

2

3

3

3

3

3

3

1

1

1

・1
1

3

3

3

3

3

3

3

3

-

3

3

3

3

2

2

2

2

3

1

-

2

1

2

3

3

1

1

1

1

1

・1
1

2

3

3

3

3

1

3

2

-

3

2

2

2

2 0.0 1.0 - 100% 

2 18.0 8.0 - 100% 

2 34.0 21.0 - 100% 

2 0.0 0.0 - 100% 

2 168.0 37.0 - 100% 

2 53.0 32.0 - 100% 

2 706.0 599.0 - 100% 

2 0.0 0.0 - 100% 

2 0.0 0.0 - 100% 

20.0  0.0 - 100% 

2 0.0 0.0 ー 100%

2 0.0 0.0 - 100% 

2 3，108.6 3，615.8 2，915.3 100% 

2 91.8 115.8 85.1 100% 

2 91.7 101.8 41.8 100% 

2 319.0 342.0 138.4 100% 

5 72.5 57.6 69.8 100% 

2 16冶 1 210.7 205.5 90%< 

4 80.7 91.7 24.7 100% 

287.7  64.6 39.3 100% 

3 15.6 13.5 13.8 100%， es岨皿ate

2 52.8 69.4 70.4 100% 

4 519.9 336.5 373.1 80%< 

1 12.0 11.2 5.9 30悦-40%

5 0.0-10.0 0.0-10.0 0.0-10.0 100%， esti皿ate

5 6.2 5.2 2.2 50%< 

5 10.0-100.0 10.0-100.0 10.0-100.0 100%， esti皿ate

2 0.0-10.0 0.0-10.0 0.0-10.0 100%， esti皿ate

3 7.7 3.0 1.4 100%， estimate 

10.0  0.0 0.0 100% 

1 0.0-10.0 0.0-10.0 0.0-10.0 100%， esti皿ate

1 0.0 0.0 0.0 100% 

2 45.6 36.7 53.3 100% 

1 0.0-10.0 0.0-10.0 0.0-10.0 100%， estimat泡

2 0.3 6.2 12.9 <100t 

1 0.0 0.0 0.0 100% 

1 0.0 0.0 0.0 100% 

1 0.0 0.0 0.0 100% 

1 0.0 0.0 0.0 100% 

10.0  0.0 0.0 100% 

1 0.0 0.0 0.0 100% 

1 0.0 0.0 0.0 100% 

1 0.0-10.0 0.0-10.0 0.0-10.0 100悦， esti皿ate

5 2.3 3.0 11.8 80%< 

3 667.8 994.5 505.8 100%， estimate 

4 27.3 21.5 4.6 90%< 

3 - 5.0 50%< 

1 0.0 0.0 0.0 100% 

2 0.0-10.0 0.0-10.0 0.0-10.0 100%， estimate 
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